
 

1 

 

2021年度・日本政治外交史Ⅱ・学年末試験問題 

井上寿一 

 

□解答上の注意 

1 この試験は持込み不可です。 

2 設問順に解答してください。 

3 解答用紙の解答欄は、各自で調整の上、作成してください。 

4 解答用紙は 1枚（両面使用可）のみです。 

5 指定行数を守り、1行の文字数は常識の範囲内で少なすぎないように注意してください。 

 

 

〔問題Ⅰ－A〕(10問×2点) 

 以下の文章の（  ）に当てはまるもっとも適切な語句（人名はフルネームで、年号は

西暦で）を記入してください。解答は設問順に各自で(1)××というように記入してくださ

い。 

 

占領下の日本で長く首相の座に就いていた人物の名前は( 1 )である。この首相は

（ 2 ）体制の形成をとおして、国内基盤の培養を図った。この首相の内閣の末期の 1954

年に（ 3 ）事件が起きて、日米関係は緊張した。1960 年代に入ると、日米安保条約は

その第 2 条に示されているように、（ 4 ）を持っていることが重要になった。さらにヴ

ェトナム戦争の激化にもかかわらず、時の首相佐藤栄作は 1965 年に（ 5 ）への強い決

意を披露した。佐藤はこの問題の解決と繊維紛争の解決を結びつけて、「（ 6 ）の取引」

をしたと憶測された。 

（ 7 ）年 11 月、閣議は「日米防衛協力のための指針」を決定した。その後の経済摩

擦の構造化にともなって、アメリカから「（ 8 ）」との対日批判が台頭するようになった。

あるいはアメリカの一部から日米安保条約は日本の軍事的膨脹を防ぐための「（ 9 ）」で

あるという主張が現れるようになった。2001年の 9・11テロ後の同年 10月 29日、日本で

は( 10 )法が成立している。 

 

〔問題Ⅰ－B〕(1問×10点) 

以上の日米関係の略史を参考にしながら、第 2 次世界大戦後から今日に至る日本のアメ

リカに対する自主外交の歴史的意義と問題点を解答用紙 5行以上 10行以内で、可能な限り

具体的に論述してください。 

 

 

〔問題Ⅱ－A〕(10問×2点) 

 第 2 次世界大戦後から今日に至る日本とアジア諸国との外交関係に関する以下の略年表

の（  ）に当てはまるもっとも適切な語句（人名はフルネームで、年号は西暦で、国際

的な枠組みの名称は英語の略記でも可〈たとえば「世界保健機関」はWHOでも可〉）を記

入してください。回答は設問順に(a)△△というように記入してください。 

〈略年表〉 

( a  )年 日韓通商協定の締結 

1954年  日本は国連の（ ｂ ）に加盟 

1954年  日本は（ c  ）プランに援助国として加盟 

1955年  インドネシアで（ d  ）会議開催 
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1977年  （ e  ）首相がマニラで東南アジア諸国に対する基本原則を発表 

1980年  大平正芳首相が「（ ｆ ）構想」を公表 

1989 年  アジア太平洋地域の主要国を網羅するゆるやかな国際的ネットワークの

（ ｇ ）が発足 

2007年  この時の首相が対米協調とアジア重視の両立を「（ ｈ ）外交」と名付ける 

2009年  鳩山由紀夫首相がアジア版 EUとしての「（ i   ）」を外交目標に掲げる 

2013 年  新聞の世論調査によれば、安倍晋三内閣の政策で評価できることの一つにアメ

リカ主導の経済の自由化をめざす多国間協定である（ ｊ  ）への参加が挙げ

られている 

 

〔問題Ⅱ－B〕(1問×10点) 

 以上の略年表を参考にしながら、第 2 次世界大戦後の日本外交は、アジア諸国とどのよ

うな外交関係を築こうとしながら、今日に至ったのか、解答用紙 5行以上 10行以内で、可

能な限り具体的に論述してください。 

 

 

〔問題Ⅲ－A〕(10問×2点) 

以下の文章の（  ）に当てはまるもっとも適切な語句（人名はフルネームで、年号は

西暦で）を記入してください。解答は設問順に各自で(ア)〇〇というように記入してくださ

い。 

  

 ( ア )年 1 月の占領軍による( イ )の結果、同年 4月の衆議院総選挙では社会党が第

一党になった。1956 年の秋にはソ連の軍事介入事件である( ウ )事件が起きた。この頃

から 1960 年代にかけて、象徴天皇制は( エ )として新たに成立するようになった。他方

で 1960年に（ オ ）運動が起きている。しかしこの運動は長続きしなかった。岸信介内

閣の退陣後、首相の座に就いた( カ )は、「（ キ ）計画」を掲げて、国民の支持を得た。

1960 年代末の（ ク ）も管理社会化批判として国民から一定の共感を得られたものの、

悲惨な末路をたどった。その後、湾岸戦争前後から「国際貢献」を掲げる（ ケ ）の主

張が台頭する。さらに今日では（ コ ）意識が拡大している。 

 

〔問題Ⅲ－B〕（1問×10点） 

 以上の文章を参考にしながら、第 2 次世界大戦後の日本において、なぜ保守一党優位の

政治体制が続いたのか、その理由を解答用紙 5行以上 10行以内で、可能な限り具体的に論

述してください。 

 


